
 



　
平
成
17
年
第
２
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
23
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
の 

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
政
治
倫
理
条
例
な
ど
多
数
の
重
要 

案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
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２
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葛
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６
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６
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催
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治
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多
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審
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お
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す
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２
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２
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●
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
の
み
】

●
平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
の
み
】

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
承
　

認
】

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

【
承

認
】

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
葛
城
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

【
承

認
】

●
葛
城
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可
　
　
決
】

●
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
葛
城
市
立
新
庄
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
）

【
可

決
】

●
平
成
17
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
葛
城
市
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
地
方
議
会
制
度
の
充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度
の
早
期
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可

決
】

●
道
路
の
整
備
・
管
理
に
要
す
る
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可

決
】

ま
た
、
議
会
推
薦
の
葛
城
市
農
業
委
員
会
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

○
　
岡
章
y
氏
（
大
屋
）

○
河
合
宏
文
氏
（
寺
口
）

○
庄
田
賢
司
氏
（
八
川
）

○
増
田
晃
氏
（
大
畑
）

「
葛
城
市
政
治
倫
理
条
例
」
を
制
定

６
月
の
葛
城
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
葛
城
市
政
治
倫
理
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
市
長
等
の
特
別
職
と
市
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規
律
の
基
準
を
定
め
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
の
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
を
制
定
す
る
た
め
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
協
議
・
検

討
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

条
例
の
主
な
内
容

●
市
長
等
及
び
議
員
の
責
務

市
民
の
信
頼
に
値
す
る
倫
理
性
を
自
覚
し
、
政
治
倫

理
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
の
疑
惑
を
持
た
れ
た

と
き
は
、
政
治
倫
理
審
査
会
に
出
席
し
、
自
ら
潔
い

態
度
を
持
っ
て
疑
惑
の
解
明
に
当
た
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
政
治
倫
理
基
準
の
遵
守

市
長
等
及
び
議
員
は
、
次
に
掲
げ
る
政
治
倫
理
基

準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
い
を
持
た
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

・
地
位
を
利
用
し
て
い
か
な
る
金
品
も
授
受
し
な
い

こ
と
。

・
市
が
行
う
公
共
工
事
の
請
負
契
約
、
下
請
工
事
、

業
務
委
託
契
約
及
び
一
般
物
品
納
入
契
約
等
に
関

し
て
特
定
の
個
人
、
企
業
、
団
体
を
推
薦
、
紹
介

す
る
な
ど
有
利
な
取
り
計
ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

・
市
職
員
の
採
用
に
関
し
て
推
薦
又
は
紹
介
を
し
な

い
こ
と
。

・
市
か
ら
活
動
及
び
運
営
に
対
す
る
補
助
又
は
助
成

等
を
受
け
て
い
る
各
団
体
の
長
に
就
任
し
な
い
こ

と
（
市
長
等
は
除
く
）。

・
市
職
員
の
公
正
な
職
務
執
行
を
妨
げ
、
そ
の
権
限

又
は
地
位
に
よ
る
影
響
力
を
不
正
に
行
使
す
る
よ

う
働
き
か
け
な
い
こ
と
。

●
市
民
の
責
務

市
民
は
、
市
長
等
及
び
議
員
に
対
し
、
次
に
掲
げ

る
働
き
か
け
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

・
市
が
行
う
工
事
等
の
指
名
又
は
選
定
の
依
頼
。

・
市
職
員
の
採
用
に
関
し
て
推
薦
又
は
紹
介
の
依
頼
。

・
道
義
的
批
判
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
寄
附
行
為
。

・
飲
食
の
供
与
等
社
会
通
念
上
疑
惑
を
持
た
れ
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
。

●
市
工
事
等
に
関
す
る
遵
守
事
項

市
長
等
及
び
議
員
の
配
偶
者
、
１
親
等
以
内
の
親

族
、
２
親
等
以
内
の
血
族
、
同
居
の
親
族
、
市
長
等

及
び
議
員
が
役
員
に
就
い
て
い
る
企
業
並
び
に
市
長

等
及
び
議
員
が
実
質
的
に
経
営
に
携
わ
る
企
業
は
、

市
が
行
う
工
事
等
を
辞
退
し
、
市
民
に
疑
惑
の
念
を

生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
市
民
の
調
査
請
求
権

選
挙
権
を
有
す
る
市
民
は
、
市
長
等
及
び
議
員
が

「
政
治
倫
理
基
準
」
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
こ
れ
を
証
す
る
資
料
と
、
選
挙
権
を
有

す
る
者
の
１
０
０
分
の
１
以
上
の
連
署
を
添
え
、
調

査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
政
治
倫
理
審
査
会
の
設
置

調
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
審
査
会
を
設
置
し
、

当
該
事
実
の
存
否
や
政
治
倫
理
基
準
に
違
反
し
て
い

る
か
を
審
査
す
る
。
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新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

〜
３
年
間
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
〜

去
る
７
月
19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
た
葛
城
市
農
業
委
員
は
、
こ
の
た
び

新
し
く
次
の
26
名
の
方
が
委
員
と
し
て
当
選
及
び
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
も
と
で
、
今
後
３
年
間
葛
城
市
の
農
業

振
興
の
為
に
御
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

森
　
井
　
　
勝
　
利
　
（
新
　
庄
）

岡
　
　
章
　
d

（
大
　
屋
）

河
　
合
　
　
宏
　
文
　
（
寺
　
口
）

d

村
　
　
隆
　
夫
　
（
弁
之
庄
）

田
　
仲
　
　
永
　
一
　
（
弁
之
庄
）

石
　
田
　
　
義
　
孝
　
（
疋
　
田
）

杉
　
岡
　
　
良
　
信
　
（
北
道
穂
）

川
　
本
　
　
　
　
之
　
（
東
　
室
）

堀
　
川
　
　
雅

由
　
（
笛
　
堂
）

芳
　
村
　
　
章
　
雄
　
（
北
花
内
）

戸
　
田
　
　
昌
　
利
　
（

薑
　
）

岡
　
本
　
　
政
　
晴
　
（
新
　
町
）

森
　
田
　
　
秀
　
昭
　
（
西
　
辻
）

梅
　
本
　
　
吉
　
　
　
（
梅
　
室
）

辻
　
坂
　
　
俊
　
信
　
（
脇
　
田
）

d

村
　
　
茂
　
樹
　
（
南
今
市
）

川
　
　
公
　
則
　
（
太
　
田
）

河
　
村
　
　
惠
　
由
　
（
竹
　
内
）

野
　
志
　
　
　
勲
　
　
（
木
　
戸
）

庄
　
田
　
　
賢
　
司
　
（
八
　
川
）

増
　
田
　
　
　
晃
　
　
（
大
　
畑
）

橋
　
本
　
　
久
　
信
　
（
當
　
麻
）

石
　
田
　
　
重
　
樹
　
（
勝
　
根
）

山
　
下
　
　
克
　
昌
　
（
今
在
家
）

中
　
谷
　
　
健
　
d

（
新
在
家
）

西
　
井
　
　
福
　
秀
　
（
加
　
守
）

第１部（午後3時30分～受付） 當麻文化会館にて先着500名
☆ジャグリング　☆歌のおねえさん

第２部（午後6時～） 農村広場にて（雨天は當麻文化会館）
☆當麻太鼓白鳳座　☆吉本芸人笑いの殿堂　☆大抽選会

☆会場周辺は駐車スペー
スがございませんので、
徒歩・自転車等でお越し
ください。

◎詳しくは、 《當麻商工会内TEL 48-5501》まで。
主催：葛城市ふるさとのつどい実行委員会　共催：葛城市・商工会・商工会青年部
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地地
域域
・・
世世
代代
のの
人人
々々
かか
らら

愛愛
ささ
れれ
るる
老老
人人
にに

第
１
回
老
人
福
祉
大
会
開
催

６
月
27
日
、
マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
第
１
回
老
人

福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
64
の
各
支
部
か
ら
、
約
６

０
０
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
の
森
田
義
一
会
長
が
、「
一
人
ひ
と

り
が
高
齢
社
会
の
主
役
と
し
て
時
代
に
適
応
し
、
地
域

の
中
で
『
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
活
動
』
と
い
う
理
念
の

も
と
、
世
代
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
老
人
と
な
り
、
平

和
で
豊
か
な
家
庭
、
地
域
、
ま
ち
づ
く
り
に
、
み
ん
な

で
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。

そ
し
て
、
来
賓
の
吉
川
市
長
、
川
合
議
会
議
長
の
祝

辞
の
後
、
奈
良
県
長
寿
社
会
課
長
か
ら
『
介
護
予
防
』

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
J
A
女
性

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る

『
赤
鼻
の
長
者
』
と
題
し

た
劇
や
、
歌
の
熱
唱
も

行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。

ほほ
んん
とと
うう
にに
すす
ごご
いい
！！

孫孫
たた
ちち
へへ
のの
思思
いい

会
員
数
と
同
じ
５
、
５
０
０
枚
の
手
作
り
ぞ
う
き
ん
を

市
内
小
・
中
学
校
な
ど
20
ヵ
所
に
寄
贈

葛
城
市
寿
連
合
会
（
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
は
、

先
月
、
孫
た
ち
が
通
う
保

育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
な

ど
20
ヵ
所
に
、
ぞ
う
き
ん

を
寄
贈
し
て
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
会
員
に
協
力

を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
64
の

支
部
か
ら
約
５
、
５
０
０

枚
も
の
ぞ
う
き
ん
が
寄
せ

ら
れ
、
地
域
の
孫
た
ち
に

対
す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
温
か
い
気
持

ち
は
、
こ
ん
な
に
も
す
ご
い
も
の
か
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
ぞ
う
き
ん
に

込
め
ら
れ
た
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

思
い
を
し
っ
か
り
受
け
取

り
、
大
切
に
使
っ
て
、
み

ん
な
の
学
校
を
い
つ
ま
で

も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ

い
ね
。

連
合
会
会
員
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

親親
とと
子子
のの

スス
キキ
ンン
シシ
ッッ
ププ
体体
操操

児
童
館
子
育
て
教
室

７
月
６
日
に
中
央
公
民
館
で
、
７
月
８
日
に
農
業
者
管

理
休
養
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
」

に
よ
る
児
童
館
子
育
て
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
０
歳
か
ら
５
歳
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
お
母
さ
ん
約
１
０
０
名
づ
つ
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
の
講
師
、
白
石
睦
氏
を
中
心
に
子
ど
も
と
お
母
さ

ん
が
輪
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
子
ど
も
を
お
ぶ
っ
た
り
、

で
ん
ぐ
り
か
え
り
を
し
た
り
と
、
子
ど
も
と
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
し
な
が
ら
身
体
を
動
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
の
合
間
に
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
方
な

ど
を
含
め
た
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
話
を
お
母

さ
ん
た
ち
は
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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笛笛
吹吹
神神
社社
奉奉
納納
演演
奏奏

日
本
神
話
に
登
場
す
る
笛
の
名

手
、
天
香
山
彦
命

あ
ま
の
か
ぐ
や
ま
の
み
こ
と

を
祭
る
笛
吹
神

社
で
７
月
17
日
に
夏
越
祭
が
行
わ

れ
、
か
つ
ら
ぎ
太
鼓
保
存
会
が
奉

納
演
奏
を
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
氏
子
達
は
、「
飛
龍
太

鼓
、
祝
太
鼓
」
な
ど
の
力
強
い
演

奏
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

天
香
山
彦
命
は
天
の
岩
戸
に
隠

れ
た
天
照
大
神
を
連
れ
出
す
た
め
、

竹
で
作
っ
た
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
七
夕
」
と
い
う
小
字

が
残
る
太
田
で
７
月
７
日
、

「
棚
機
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

太
田
地
区
、
図
書
館
、
相

撲
館
で
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
を
つ
け
た
サ
サ
飾
り

が
棚
機
の
森
へ
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

棚
機
保
存
会
で
は
、「
関

係
者
の
協
力
に
よ
り
祭
り

が
復
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

７
月
13
日
、
當
麻
庁
舎
会
議
室
で
第
１
回
葛

城
市
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
が
開
催
さ
れ
、
公
募

お
よ
び
推
薦
に
よ
り
選
ば
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
ー

30
名
の
方
々
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
モ
ニ
タ
ー

さ
ん
の
紹
介
や
、
事
務
局
か
ら
葛
城
市
行
政
に

つ
い
て
の
説
明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
住
み

つ
づ
け
た
い
ま
ち
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
標

に
、
こ
れ
か
ら
の
葛
城
市
政
の
参
考
と
し
て
い

き
た
い
の
で
、
モ
ニ
タ
ー
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
や
、
意
見
、
提
案
な
ど
に
対
し
て
議
論
さ
れ

ま
す
。

けけ
はは
やや
まま
つつ
りり

７
月
16
日
に
蹶
速

けけ

はは

やや

塚
（
當
麻
）
で
、

「
け
は
や
ま
つ
り
」（
葛
城
市
観
光
協

会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

當
麻
蹶
速

たた
いい
まま
のの
けけ
はは
やや

の
追
善
法
要
が
行
わ
れ

た
後
、
相
撲
甚
句
、
手
形
比
べ
、
相

撲
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
多
彩
な
催
し

が
あ
り
約
２
５
０
人
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
ン
コ
が
無
料
で
振
る

舞
わ
れ
、
當
麻
の
家
が
郷
土
食
材
で

作
っ
た
「
け
は
や
チ
ャ
ン
コ
」
に
、

来
場
者
は
そ
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

葛葛
城城
市市
納納
涼涼
花花
火火
大大
会会

葛葛
城城
市市市市

政政
モモ
ニニ
タタ
ーー

７
月
15
日
に
屋
敷
山

公
園
周
辺
で
、
夏
恒
例

の
「
葛
城
市
納
涼
花
火

大
会
」（
葛
城
市
新
庄
商

工
会
主
催
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

夏
の
夜
空
に
輝
く
大

き
く
綺
麗
な
花
火
が
、

会
場
周
辺
に
訪
れ
た
大

勢
の
観
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

棚棚

機機

祭祭

たた
なな
ばば
たた
まま
つつ
りり
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葛城市では、次のような医療費助成制度を実施しています。助成を受けることができる方は、いずれも本市
に住所を有する国民健康保険、または各種社会保険の被保険者及び被扶養者で、次のそれぞれの要件に該当さ
れる方です。
現在受給資格をお持ちで、引き続き受給対象になると思われる方には申請書を郵送しておりますので、まだ

手続きがお済みでない方は、市民課に申請してください。
また、申請書が届いていない方でも下記に該当すると思われる方は、市民課へ申請してください。

名　　　　称 対　　象　　者
乳幼児医療費助成制度 出生の日から満6歳に達する年度の3月31日までの乳幼児
心身障害者医療費助成制度 65歳未満の方で身体障害者手帳1、2級または療育手帳Ａをお持ちの方
母子医療費助成制度　 ①母子家庭の母と18歳未満の児童

②父母のいない児童の内、18歳未満の児童
③父母のいない18歳未満の児童を養育している配偶者のいない女子または婚
姻をしたことのない女子
※18歳未満の児童には、18歳に達した日から最初の3月31日までの間も含
みます。

重度心身障害老人等医療費 老人保健制度の適用を受けている方で、身体障害者手帳1、2級をお持ちの方、
助成制度 または、母子医療費助成制度に該当する方。

※　老人医療費助成制度について
平成17年8月1日以降、5年間の経過措置を設け廃止されます。新たに65歳に達する方は老人医療費助成制度

の対象とはなりません。なお、この経過措置期間に対象となるのは、昭和15年7月31日までに生まれた65歳以
上70歳未満の方で、老人保健制度の適用を受けておらず、市町村民税所得割非課税世帯（本人、配偶者、扶養
義務者とも）の方となります。

＜申請に必要なもの＞
・健康保険証　・印鑑　・身体障害者手帳または療育手帳（心身障害者医療、重度心身障害老人等医療のみ）
・ 平成17年1月1日現在、葛城市に住民登録のない方等は平成17年度の課税証明書
注）乳幼児医療で児童が市内在住、保護者が市外在住の場合、保護者の課税証明書が必要です。

＜平成17年8月の制度改正について＞
●対象者の見直し
乳幼児医療について、住所地要件の見直しにより、乳幼児の住所地において資格を取得することとなります。

他市町村にて資格取得となる方については、乳幼児の住所地の市町村にてご確認ください。

●医療機関窓口での負担について
医療機関の窓口で、受給資格証を提示し、医療保険の自己負担額3割（一部保険組合及び3歳未満は2割、重

度心身障害老人等医療費助成該当の方は従来通り老人保健法に基づく費用負担）をいったん支払って頂きます。
これまで医療証をお持ちの方は、県内医療機関窓口での自己負担額の支払は不要でしたが、8月1日以降につい
ては必要となります。

●助成金の支給方法について
8月診療分から医療費助成金の支給方法が自動償還方式となります。県内医療機関にて受診された場合、市役

所に医療費助成金の請求をしなくても、届出いただいている口座へ(注1)一部負担金を控除した額が助成金とし
て振り込まれます。（助成金の支払時期：診療月の約3ヵ月後）

(注1) 老人は医療費の1割。他の制度は医療機関ごとに通院で500円/月、入院で1,000円/月（2週間未満の場
合は500円）

◎詳しくは、市民課保険年金係まで（新庄庁舎TEL69-3001 内線1127、當麻庁舎TEL48-2811 内線2126）

母子医療費助成制度
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特別障害給付金制度が始まりました

国民年金に任意加入していなかったことにより、障害基礎年金等の受給権を有していない障害者の方に対し
て、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情にかんがみ、福祉的措置として「特別障害給付金制度」
が創設され、平成17年4月1日から施行されました。

国民年金の任意加入対象とされていた方で
● 昭和61年3月以前に厚生年金等の被用者年金制度等に加入（又は受給等）をされていた方の配偶者
● 平成3年3月以前の学生
であって、当時、任意加入していなかった期間内に障害の原因となった傷病の初診日があり、現在、障

害基礎年金の1級、2級相当の障害の状態にある方が対象となります。
なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年金などを受給することができる方は対象とはなりません。

給付金の請求書の受付は、平成17年4月1日から市役所で受付を開始しています。この給付金の支給は、請求
書を受付した月の翌月分からとなりますので、給付金を請求する方は、できる限り早めに請求書を提出してく
ださい。このため、必要な書類等が全て揃わない場合であっても、請求書の受付を行なっています。なお、不
足している必要書類等については、後日提出をおねがいすることとなります。

障害基礎年金1級相当に該当する方：月額5万円（2級の1.25倍）
障害基礎年金2級相当に該当する方：月額4万円
※障害者手帳の等級とは異なります。

○ ご本人の所得が一定の額以上であるときは、支給が全額又は半額に制限される場合があります。
○ 老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されている場合には、その受給額分を差し引いた額を支給い
たします。（その受給額が、特別障害給付金の額を上回る場合は、特別障害給付金は支給されません。）

○ 経過的福祉手当を受給されている方が特別障害給付金の支給を受けた場合は、経過的福祉手当の支給
は停止となります。 （市民課）

病気やけがなどで病院に入院された場合、認定を受けることにより、患者の方は入院中にかかる一部負担金
および食事代の減額があります。認定を受けることができるのは、葛城市国民健康保険被保険者または老人保
健受給者の資格を有し、当該年度の市町村民税が非課税の世帯に属する方です。認定を受けようとする方は、
国民健康保険被保険者証、老人保健医療受給者証、印かん、世帯全員の平成17年度市町村民税非課税証明書
（平成17年1月2日以後に転入された方のみ）をお持ちになって市民課へ申請してください。

●国民健康保険被保険者の場合
食事負担する額は1日につき780円ですが、申請により「標準負担額減額認定」の適用を受けると、下記

のとおりに減額されます。
一　般（下記以外の人） 780円

住民税 90日までの入院 650円
非課税世帯 90日を超える入院 500円

（過去12ヵ月の入院日数）

●国民健康保険高齢受給者および老人保健受給者
住民税非課税世帯の場合、申請により「限度額適用・標準負担額減額認定」の適用を受けることにより、

食事負担とともに医療費の一部負担金の上限額が下記の適用区分に応じてそれぞれ減額されます。
外来＋入院 入院時

外来（個人単位で計算） （世帯単位で計算） 食事代　　
一定以上の所得がある方 40,200円 72,300円+医療費が361,500円を超えた

場合は、その超えた分の1％を加算 1日
一　般（下記以外の人） 12,000円 40,200円 780円

90日までの入院 1日
24,600円 650円

過去12ヵ月の入院日数 8,000円 1日
が90日を超える入院 500円
低所得Ⅰ 15,000円 1日

300円

低
所
得
Ⅱ

住 民 税
非課税世帯 500円

90日までの入院

低所得Ⅰ 15,000円

40,200円 1日
780円
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母子家庭等就業・自立支援センター事業の巡回相談

児童扶養手当現況届の申請時期にあわせて、県母子・スマイルセンターの職員による巡回相談
を実施します。
相談を希望される方は、巡回相談日に新庄庁舎児童福祉課へお越しください。

8月4日、11日、18日、25日（各木曜日）の午後1時30分から午後5時まで

◎詳しくは、児童福祉課（TEL69-3001またはTEL48-2811）まで。

児童扶養手当と特別児童扶養手当の受給資格は次のとおりです。該当者でまだ受給されてない
人は、児童福祉課で手続きしてください。

児童扶養手当
死亡、離婚、未婚、1年以上生死不明・遺棄・拘禁などの理由で父と生計をともにしていない

児童や、父が一定の障害の状態にある児童、父母ともに不明の状態の児童を養育している人で、
次の各項目を満たしている場合。
①国民年金（老齢福祉年金を除く）、厚生年金など公的年金の支払いを受けていない
②児童が福祉施設に措置入所していない

受給資格者として認定されれば、申請の翌月から手当の支給を受けることができます。ただし、
前年の所得が制限額を超過した年度については、手当の一部または全額が支給されません。
※児童とは、18歳に達する日以降最初の3月31日までの人のことをいいますが、心身に一定の障害がある場

合は20歳までになります。

特別児童扶養手当
心身に重度（身体障害者手帳1・2級、療育手帳A）あるいは中程度（身体障害者手帳3・4級の
一部、療育手帳Bの一部）の障害のある20歳未満の児童を養育している人で、次の項目を満たし
ている場合。
①児童が福祉施設に措置入所していない
②児童が障害を理由とする公的年金を受けていない
受給資格者として認定されれば申請の翌月から手当の支給を受けることができます。ただし、前
年の所得が制限額を超過した年度については、手当は支給されません。

◎詳しくは、児童福祉課（TEL69-3001またはTEL48-2811）まで。

児童扶養手当または特別児童扶養手当の受給資格者の人に、今年度も資格が継続するかを確認
するために、市役所児童福祉課から手続きの方法などを通知しています。
全額支給停止の人も手続きが必要ですので、児童扶養手当受給資格者は8月1日～31日、特別

児童扶養手当受給資格者は8月11日～9月9日に必ず更新の手続きをしてください（特別児童扶養
手当は2年続けて支給停止となる人は必要なし）。
手続きをされないと8月分以降の手当の支給を受けることができなくなります。また、2年間手

続きされないと受給資格がなくなりますのでご注意ください。

◎詳しくは、児童福祉課（TEL69-3001またはTEL48-2811）まで。
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今年は、5年に1度の国勢調査の年です！
国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。
今回の国勢調査は、少子高齢化が進む中で我が国の人口・世帯の最新の実態を明ら

かにし、国民生活の向上に幅広く役立つ基礎的なデータを提供します。
9月下旬から10月上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ、調査票の配布と受

け取りにうかがいます。
国勢調査に、ご協力お願いします。

（総務省統計局）

≪障害児福祉手当≫
20歳未満であって、身体または精神に政令で定める程度の重度の障害があるため、日常生活に

おいて常時の介護を必要とする在宅の児童に対して、福祉の増進を図ることを目的として支給さ
れます。
◎支給額　月額14,430円

ただし、次のような場合は、支給されません。
① 障害を支給事由とする年金を受けているとき
② 施設に入所しているとき
③ 受給者またはその扶養義務者の前年の所得が政令で定める額(扶養親族がいない
場合、受給者3,604,000円、扶養義務者6,287,000円)以上であるとき

≪特別障害者手当≫
20歳以上であって、身体または精神に政令で定める程度の著しく重度の障害があるため、日常

生活において常時特別の介護を必要とする在宅の者に対して、福祉の増進を図ることを目的とし
て支給されます。
◎支給額　月額26,520円

ただし、次のような場合は、支給されません。
① 施設に入所しているとき
② 病院や診療所に3ヵ月以上継続して入院しているとき
③ 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律に基づく介護手当を、特別障害者手
当の支給額を超えて受けているとき
④ 受給者およびその配偶者または扶養義務者の前年の所得が政令で定める額 (扶養
親族がいない場合、受給者3,604,000円、配偶者または扶養義務者6,287,000円)
以上であるとき

★ 受給の認定請求 ★
これらの手当は本人からの認定請求により支給されますが、認定については政令で定める程度

の障害の状態など詳細な規定があります。なお、その確認は原則として障害区分ごとに手当用の
認定診断書(所定様式)により審査します。
★ 現況届 ★
現在、手当の認定を受けている方は、後日、「現況届」の用紙を郵送しますので、9月12日(月)

までに必ず提出してください。期日までに提出されないと、受給資格があっても8月分以降引き
続き手当を受けることができなくなる場合があります。

◎詳しくは、社会福祉課（TEL69-3001またはTEL48-2811）まで。
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市営住宅入居者の募集について
団地名 家　賃 受付期間
観音寺田 24,600円から 8月1日（月）から
（3ＬＤＫ） 40,700円の間 8月12日（金）まで

》募集内容…
》入居資格…【葛城市市営住宅条例による条件を具備する方】

○ 現在、住宅に困っている方（※持ち家のある方、および単身者は不可）
○ 基準月収が20万円以下の方
○ 平成17年5月1日現在、市内に居住または、勤務する方
○ 市税、水道料金等に滞納のない方

》注　　意… ● 入居に伴う保証人は、市内に居住し、かつ入居決定者と同等以上の収入を有す
る者とします。
● 敷金は家賃の3ヵ月分とします。
● 家賃は入居家族全員の収入合計で計算します。

》受付期間…8月1日（月）～8月12日（金）
午前9時から午後4時まで（※土曜・日曜・祝日を除く）

》申 込 書…8月1日から、管理課（新庄庁舎）・農林商工課（當麻庁舎）にて配布。
◎詳しくは管理課 TEL（69）3001まで。

長期固定金利型住宅ローン
「フラット35」をご存じですか？

住宅金融公庫では、従来の公庫融資に代わり長期固定金利型住宅ローン「フラット35」をご
提供しています。

● 民間と公庫が提携して行う住宅ローンです。
● 最長35年、返済額が変わらない安心の固定金利です。
● 保証料、繰上返済時の手数料がかかりません。

◎詳しくは、
住宅金融公庫大阪支店フラット35ほっとラインTEL06－6281－9370
または、住宅金融公庫ホームページ　http://www.jyukou.go.jp/まで。

ふれあい動物村開催！
山麓公園に、いろいろな種類のワンちゃんたちがやってきます。ワンちゃんたちとのふれあ

いは、子ども達の心に優しさや豊かさを育みます。
抱っこしたり、ひざの上に乗せたりしてみませんか。お誘い合わせの上お越しください。

▼日　時 … 9月4日（日） 午前10時～午後4時
▼場　所 … 葛城山麓公園　野外ステージ
▼催し物 …（すべて無料）

・ワンちゃん動物村
・フワフワ（飛んだり跳ねたり出来ます）
・金魚すくい　　
・ヨーヨーつり
＊ 午前中に写生会を開催します。

（画板と画用紙は、用意しています。）
＊ 小雨決行。

◎詳しくは、環境課TEL69－3001まで。

｝各先着300名
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

＊＊子どもの人権特設相談所＊＊
いじめ・体罰・不登校・児童虐待などの子どもの人権に関わる問題全般について、子どもの人

権専門委員（人権擁護委員）が相談に応じる特設相談所を下記のとおり開設します。
お気軽に相談にお越しください。

▼日　時：8月20日（土）、21日（日）
午前10時～午後4時（面接相談のみ）

▼場　所：奈良地方法務局人権擁護課会議室
（奈良市東紀寺町3丁目4番1号　奈良第二法務総合庁舎2階）

▼対　象：県内在住の児童及びその保護者
▼相談員：奈良県人権擁護委員連合会子どもの人権専門委員（人権擁護委員）
▼申　込：不要（当日、奈良第二法務総合庁舎へ）

◎詳しくは、奈良地方法務局人権擁護課（TEL0742-23-5457）まで。

＊＊かつらぎ子どもホットライン＊＊
小中学生の悩みや心配ごとをじっくり聞いて、どうしたら良いのか一緒に考えます。
うまく話せなくても、ゆっくり話しても、どんなことでもいいんです。秘密は守りますので、

あなたのお話を聞かせてください。お電話ください。

▼日　　時：8月30日（火）、31日（水）
午前9時～午後5時

▼電話番号：フリーダイヤル　0120－220411
▼対　　象：小中学校の児童・生徒のみなさん

◎詳しくは、奈良地方法務局葛城支局
（TEL0745-52-4941）まで。
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平成17年8月1日～8月31日（7月3日現在） 

新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

8  5 金 平和学習 関係者 　9：00～12：00 69-3301葛城市立新庄中学校 
月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

8  6 土 葛城市ふるさとのつどい第１部 無　料 　16：00～ 48-5501葛城市ふるさとのつどい実行委員会 
月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

◎お問い合わせ　 新庄文化会館　TEL69－4600 當麻文化会館　TEL48－5000
☆主催者の都合により一部変更する場合がありますのでご了承ください。
詳細については主催者にお問い合わせください。

【開催日】9月4日(日)  
【会　場】新庄文化会館マルベリーホール  
【開　演】午後6時～  
【入場料】全席指定　5,800円  
　　　　　※友の会価格　5,300円  
 
 
       
【前売り場所】新庄文化会館  
　　　　　　　ローソンチケット　Lコード 54778  
　　　　　　　チケットぴあ　Pコード 199-511  
【主　催】葛城市  
【お問い合わせ】新庄文化会館　TEL 69-4600

 　【開　催　日】9月25日(日)  
 　【会　　　場】新庄文化会館マルベリーホール  
 　【開　　　演】午後2時～  
 　【入   場   料】大人3,000円　子ども1,500円  
 　　　　　　　　※友の会価格1割引  
 
 
 
 　【前売り場所】新庄文化会館　ローソンチケット  
 　【主　　　催】葛城市  
 　【お問い合わせ】新庄文化会館　TEL 69-4600  
　　市内のかつらぎ太鼓、當麻太鼓白鳳座、子ども太鼓も出演 

葛城市制施行1周年記念　和太鼓コンサート 

「OSAKA打打打団天鼓」 

好評発売中

好評発売中

休休休休
館館館館
日日日日 に白字は休館日。

金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水日 月 火木水火月 金 土新庄文化会館

當麻文化会館
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関西キャンプ場
2005
山と渓谷社

みんなでアウトドア
クッキング
河野公子／監修

ボビー坂田／著 ポプラ社

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
自民党を壊した男　小泉政権一五〇〇日の真実 読売新聞政治部 ○
老いた親が「ひとり」になったとき　「その日」のためにあなたが知っておくべきこと 河合　千恵子 ○
乳房再建ここまでできる 岩平　佳子 ○
熊野古道を歩く　紀伊路・中辺路・小辺路・大辺路・伊勢路全47コース 宇江　敏勝 ○
あなたはあなたでいいの　金子みすゞ・ことばのまど 矢崎　節夫 ○
極点飛行 笹本　稜平 ○
一千一秒の日々 島本　理生 ○
ソウルで逢えたら 松岡　圭祐 ○ ○
孤宿の人　上・下 宮部　みゆき ○ ○
輝く断片 シオドア・スタージョン ○
★写真絵本国境なき医師団　１　国境なき医師団とは 国境なき医師団日本 ○ ○
★海辺の石ころ図鑑 渡辺　一夫 ○
★中学生からの職人塾　職人になりたい人のための職種ガイド 伊藤　建男 ○
★ソフィアの白いばら 八百板　洋子 ○ ○
★最後の宝 ジャネット・Ｓ．アンダーソン ○
★こんにちはアグネス先生　アラスカの小さな学校で Ｋ．ヒル ○ ○
★氷の海に8時間　ある兵士の死とのたたかい 高橋　宏幸 ○
★ハルばあちゃんの手 木下　晋 ○ ○
★ひとりぼっちの白い子ラクダ　モンゴル民話 Ｓｈ．ガンボルド ○
★泣いてもいい？ シャロッテ・パーディ ○
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◎お問い合わせ　 新庄図書館　TEL69－4646 當麻図書館　TEL48－6000

休休休休
館館館館
日日日日

新庄図書館
當麻図書館
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31

に白字は新庄図書館整理休館日。に白字は休館日。 に色字は當麻図書館整理休館日。

水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水日 月 火
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木水火月 金 土
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☆ 健康相談
●日時：8月4日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：8月24日（水）・25日（木）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

50歳以上の男性は前立腺がん検診をセットで！

◆期　間：平成17年9月まで　※休診日を除く午前中　　　　　　　　
◆受診場所：板橋医院　鵜山医院(新庄) 小泉医院　庄田クリニック　関谷外科胃腸科

中谷医院　堀内医院　安田クリニック
◆対象者：市内在住の40歳以上の方（前立腺がん検診は50歳以上の男性）
◆費　用：2,000円(内、大腸がん検診500円) 前立腺がん検診は500円

※　70歳以上の方は無料
※　市民税非課税世帯・生活保護世帯の方は無料になりますが事前に手続きが必要です。

◆申込方法：新庄健康福祉センターまたは當麻保健センターまで、受診票を取りにお越しください。
＊

肝炎ウイルス検診（血液検査）について
平成14年度～平成18年度までの5年間に限り、下記の方を対象に肝炎ウイルス検診を基本健診に合わせて実

施することになりました。いずれかに該当すると思われる方は、新庄健康福祉センターまたは當麻保健センタ
ーにお問い合わせください。

◆ 40歳～70歳の5歳刻みの節目年齢の方
◆ 平成14・15・16年度に節目年齢で、この検査を受けておられない方
◆ 過去に肝機能異常を指摘されたことのある方
◆ 本年度の基本健診でＡＬＴ値が要指導となり医師に勧められた方
◆ 大きな外科的処置を受けた経験や妊娠・分娩時に多量に出血したことのある方

前立腺がん検診について
前立腺がんは、中高年の男性に発生し最近急増しています。早期発見には、前立腺特異抗原（ＰＳＡ）値の

測定が有用で血液検査によって簡単に調べられます。早期がんは無症状ですので、50歳以上の男性は基本健診
に合わせて検診を受けましょう。（基本健診と合わせて一度の採血で済みます。）

去年の《おみそ》はまだ有りますか？初めての方も大歓迎！！

葛城市が推進する「健康なまちづくり計画」の一環として、“ ”づくりを実施しています。

市販の味噌の食塩量は13％、あんじょうみそは10％です。
あんじょうみそ5ｇ(味噌汁約１杯分)で牛乳100ｇ(1/2本)と同じカルシウムが摂れます。
天然塩を使用するので、まろやかな味です。

“ ”作りを通じて、地域の皆さんと楽しく交流し、普段の食生活を見直す良い機会にして頂
きたいと思います。ご参加おまちしています。

【期　　日】 9月2日（金曜日）
《第１回》午前10時30分～12時頃　《第２回》午後2時～3時30分頃

【場　　所】 新庄健康福祉センター3階　保健指導室および栄養指導室
【参加負担金】 1口（3㎏）1,000円　※何口でもお申込みできます。
【申込締切】 8月25日（木曜日）まで
【申込み先】 新庄健康福祉センター　TEL（69）9900
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「子ども安全条例」が施行されました！

県では、子どもを守るための取り組みを一層すすめていただくために、「子
どもを犯罪の被害から守る条例」を制定し、7月1日から施行しました。
なお、この条例では、子どもに危害を加え、凶悪犯罪につながる

①子どもに対する「惑わし」、「欺く」行為
②子どもに対する「すごみ」、「卑わいな事項を告げ」、「立ちふさがり」、「つきまとう」等の行為を禁
止し、善意の方々の声かけとは明確に区別することとしまた。

③子どもポルノを所持等する行為
を禁止し、県民ぐるみで子どもの安全を確保しようとするものです。
また、特に、②③の違反者には罰金等の罰則が適用されます。

なお、禁止行為・罰則の規定は10月1日から適用されます。
◎詳しくは、奈良県警察ホームページをご覧ください。

http://www.police.pref.nara.jp/
県警察本部生活安全企画課　TEL0742（23）0110

（高田警察署）

9月1日は『防災の日』

9月1日の「防災の日」は、大正12年9月1日(1923年)に関東地方南部を襲い、多数の死者・行方不明者等の
大災害が発生した関東大震災を教訓として、災害の未然防止と被害の軽減を図るため設けられました。
近年、日本各地で強い地震や集中豪雨による土砂崩れ・大洪水等が発生しており、予測もつかない災害がい

つ発生するかわかりません。万一の災害に備え、日頃から防災意識
を高めておきましょう。
《命を守る10のポイント》

１．まず身の安全を確保しましょう。
２．落ち着いて火の始末をしましょう。
３．避難は徒歩で、持ち物は最小限にしましょう。
４．壁ぎわ、崖

がけ

や川べりに近寄らないようにしましょう。
５．正しい情報を聞きましょう。
６．協力し合って応急救護をしましょう。
７．防災などの訓練には積極的に参加しましょう。
８．家族で防災について話し合いましょう。
９．家具の転倒防止など、安全スペースを確保しましょう。
10．非常持ち出し品を準備しておきましょう。

＊消防署では、自治会や事業所等で開催される防災講習会・消防訓練・応急手当講習会などに職員を派遣しま
すので、お気軽にお問い合せください。TEL（69）7171

事故のない楽しい「花火」
夏の夜空を彩る、「花火」のシーズンです。

ところが、毎年必ずと言っていいほど「花火」によるケガや火事が起こっ
ています。
楽しい「花火」をするために必ず次のことに注意しましょう。

１．燃え易い物の近くでしないようにしましょう。
２．子ども達だけでしないようにしましょう。
３．「花火」をほぐしたり、何本もまとめ
て点火したりしないようにしましょう。

４．必ず、水の入ったバケツを準備しま
しょう。

５．風の強い時は、やめましょう。
６．注意書を必ず読んでから、遊びま
しょう。 （消防署）

▽
▼
１１１１
１１１１
９９９９
ココココ
ーーーー
ナナナナ
ーーーー
▲
△

６
月
中火

災
…
１
件

救
急
…
99
件

救
助
…
２
件

本
年
の
累
計

火
災
…
６
件

救
急
…
６
５
４
件

救
助
…
13
件
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相
撲
体
験
入
門

本
物
の
土
俵
の
上
で
、
お
す
も
う
さ
ん

気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」
で
は
相

撲
発
祥
の
地
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
夏
休
み

期
間
中
に
実
際
の
土
俵
を
使
っ
て
相
撲
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
相
撲
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
『
相
撲
体
験
入

門
』
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時：

８
月
15
日(

月)

〜
29
日(

月)

（
相
撲
館
休
館
日
火
・
水
曜
日
は
除
く
）

午
後
４
時
〜
５
時

※
体
験
日
は
指
定
し
ま
せ
ん
の
で
、
期
間

中
都
合
の
良
い
日
に
、
運
動
の
出
来
る
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
場
　
所：

葛
城
市
相
撲
館

▼
対
　
象：

小
学
生
以
下

◎
詳
し
く
は
、

相
撲
館
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
４
６
１
１
ま
た
は

農
林
商
工
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
２
８
１
１
ま
で
。

犬
の
捕
獲
及
び

犬
猫
の
引
き
取
り
休
止

施
設
の
保
守
点
検
と
一
部
修
理
の
た
め

業
務
を
休
止
し
ま
す
。

▼
捕
獲
業
務
休
止
期
間：

８
月
９
日
（
火
）
〜
19
日
（
金
）

▼
引
取
り
業
務
休
止
期
間：

８
月
12
日
（
金
）
〜
19
日
（
金
）

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。

葛
城
市
議
会
議
員
選
挙

▼
投
票
日：

平
成
17
年
10
月
23
日
（
日
）

▼
告
示
日：

平
成
17
年
10
月
16
日
（
日
）

▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会：

平
成
17
年
９
月
８
日
（
木
）

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
３
０
０
１
ま
で
。

税
の
納
期

８
月
は
、

固
定
資
産
税
第
２
期

国
民
健
康
保
険
税
第
２
期
分

の
納
付
月
で
す
。

は
、

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（

税
務
課
）

消
費
生
活
相
談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

８
月
８
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

市
役
所
當
麻
庁
舎

１
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
17
年
度
夏
季
企
画
展

「
日
本
の
伝
統
楽
器
」

▼
日
　
時：

８
月
６
日
（
土
）
か
ら

９
月
11
日
（
日
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
入
館
料：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
「
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
」（
第
５
回
）

「
雅
楽
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

▼
日
　
時：

８
月
20
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら

▼
講
　
師：

笠
置
　
侃
一
氏

（
奈
良
大
学
名
誉
教
授
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
２
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

１
０
０
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
、

申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

歴
史
博
物
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
64
）
１
４
１
４
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
62
）
１
６
６
１

増
改
築
相
談

▼
日
　
時：
８
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
建
築
組
合
Ｔ
Ｅ
Ｌ(

69)

２
８
７
７

ま
た
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
。

図
書
館
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
利
用

券
へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
交
換
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お

早
め
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
換
場
所
は
ご
自
宅
の
住
所
地
（
新
庄

地
区
・
當
麻
地
区
）
に
あ
る
図
書
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
新
庄
図
書
館
・
當
麻

図
書
館
）

図
書
利
用
券
の
交
換

奈
良
県
民
手
帳

（
２
０
０
６
年
版
）

県
内
の
官
公
庁
、
救
急
医
療
施
設
な
ど

主
な
機
関
の
住
所
一
覧
や
、
全
国
と
県
・

市
町
村
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
を
収
録
し
て

い
ま
す
。
１
冊
５
０
０
円
で
10
月
に
発
売

予
定
で
す
。

予
約
は
９
月
９
日(

金)

ま
で
、
企
画
調
整

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
受
付
可
）

◎
詳
し
く
は
、

企
画
調
整
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
69
）
３
０
０
１
ま
で
。
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浄
化
槽
設
置
の
皆
さ
ん
へ

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
必
要
な
要
件
を

満
た
し
た
業
者
が
、
県
へ
の
登
録
を
し
て

行
う
も
の
で
す
が
、
最
近
無
登
録
の
業
者

に
よ
る
違
法
な
点
検
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

保
守
点
検
業
者
と
の
契
約
に
際
し
て
は
、

業
者
名
・
登
録
番
号
を
確
認
し
、
不
明
な

点
は
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
葛
城
保
健
所
生
活
衛
生
課
環
境
対
策
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
22
）
１
７
０
１
　
内
線
２
３
６

葛
城
納
税
協
会
複
式
簿
記
教
室

▼
日
　
時：

８
月
22
日(

月)

・
25
日(

木)

・
29
日(

月)

９
月
１
日(

木)

・
５
日(

月)

・
８
日(

木)

全
６
回
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
　
所：

葛
城
納
税
協
会
２
階
会
議
室

（
大
和
高
田
市
西
町
１
の
50
）

▼
受
講
料：

２
、
０
０
０
円

▼
持
参
品：

筆
記
具
・
計
算
用
具

（
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
ま
す
。）

▼
申
込
方
法：

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
納
税
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
22
）
６
０
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
52
）
８
８
０
０
ま
で
。

奈
良
県
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
及
び

受
験
講
習
会

＊
受
験
講
習
＊

▼
日
　
時：

10
月
25
日(

火)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所：

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

（
橿
原
市
小
房
町
11
番
５
号
）

▼
受
講
料：

４
、
０
０
０
円

▼
受
付
期
間：

９
月
１
日(

木)

〜
９
日(

金
）

▼
受
付
場
所：

葛
城
市
役
所
下
水
道
課

▼
受
付
時
間：

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

＊
試
　
験
＊

▼
日
　
時：

11
月
４
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所：

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▼
受
験
料：

３
、
０
０
０
円

▼
受
付
期
間
・
場
所
・
時
間：受

験
講
習
と
同
じ

※
い
ず
れ
も
下
水
道
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
及
び
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

土
・
日
曜
日
及
び
郵
送
に
よ
る
受
付
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で
。

放
送
大
学
学
生
募
集

放
送
大
学
教
養
学
部
・
大
学
院
学
生
募
集

平
成
17
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
生
涯
学
習
機
関
の
一
つ

と
し
て
社
会
人
に
開
か
れ
た
文
部
科
学
省
、

総
務
省
所
管
の
正
規
の
大
学
で
す
。

◆
募
集
す
る
学
生

▼
学
部
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
全
科
履
修
生
…
満
18
歳
以
上
　
４
年
以
上
在
学

・
選
科
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
　
１
年
在
学

・
科
目
履
修
生
…
満
15
歳
以
上
　
半
年
在
学

▼
大
学
院
（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

﹇
上
位
（
専
修
）
免
許
取
得
に
利
用
可
﹈

・
修
士
選
科
生
…
満
18
歳
以
上
　
１
年
在
学

・
修
士
科
目
生
…
満
18
歳
以
上
　
半
年
在
学

◎
出
願：

８
月
31
日(

水
）
ま
で
に
放
送
大

学
本
部
（
千
葉
市
）
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
２
（
64
）
２
６
９
５

http://w
w
w
.u-air.ac.jp(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
出
願
も
で
き
ま
す
）

参
加
者
募
集

＊
＊
當
麻
図
書
館
手
づ
く
り
講
座
＊
＊

「
エ
コ
シ
ー
ト
で
作
る

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
コ
サ
ー
ジ
ュ
」

＊
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
か
お
花
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時：

８
月
27
日(
土
）

午
後
１
時
30
分
〜

▼
対
象：

小
学
生
以
上

（
３
年
生
以
下
は
親
子
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
定
員：

20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費：

無
料

▼
場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
研
修
室

＊
＊
え
ほ
ん
を
楽
し
む
＊
＊

え
ほ
ん
の
世
界
へ
の
扉
を

一
緒
に
開
け
ま
し
ょ
う

▼
日
時：

９
月
５
日(

月
）
･

19
日
（
祝
・
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
対
象：

大
人
（
原
則
と
し
て
２
回
参
加

で
き
る
方
）

託
児
も
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
必
要

（
２
歳
児
以
上
）

▼
申
込
締
切：

８
月
27
日
（
土
）

▼
参
加
費：

無
料

▼
場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
研
修
室

●
共
催：

當
麻
お
は
な
し
ろ
う
そ
く
の
会
わ
ら
べ

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
48
）
６
０
０
０
ま
で
。

暴
力
団
・
銃
器
追
放

奈
良
県
民
大
会

市
民
・
行
政
・
警
察
が
一
体
と
な
っ
て

『
暴
力
団
の
い
な
い
住
み
よ
い
社
会
』『
け

ん
銃
の
な
い
安
全
な
街
』
を
実
現
す
る
た

め
、「
暴
力
団
・
銃
器
追
放
奈
良
県
民
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時：

８
月
30
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所：

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル

◎
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
。

労
災
保
険
に
つ
い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

奈
良
労
災
年
金
相
談
所
で
は
、
主
に
次

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
各
種
相
談
業
務
（
労
災
保
険
、
過
労
死

等
、
法
律
、
介
護
及
び
健
康
等
）

○
盲
導
犬
の
貸
与
、
義
肢
装
着
者
・
介
護

者
講
習
会

○
福
祉
用
具
購
入
費
助
成

○
重
度
障
害
者
の
絵
画
等
作
品
展
開
催

▼
相
談
日：

毎
週
月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

▼
相
談
料：

無
料
（
秘
密
厳
守
）

◎
詳
し
く
は
、

(

財)

労
災
年
金
福
祉
協
会
奈
良
労
災
年
金
相
談
所

奈
良
市
大
宮
町
１-

１-

15

ニ
ッ
セ
イ
奈
良
駅
前
ビ
ル
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
４
２
（
27
）
０
６
３
１



●日時　8月11日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　8月18日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　8月25日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務課・社会福祉協議会
電話 69-3001

●日時　8月18日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　8月25日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　電話 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市下田西2-1-22

（社）シルバー人材センター1階
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（電話24-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　大和高田市・橿原市・御所市・香芝市
葛城市・桜井市・磯城郡内・宇陀郡内
高市郡内・北葛城郡内・東吉野村居住
の方


